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i はじめに

調査対象地域である中村・捧石関流域の河岸段丘の分類については、未だなされていない。

よって、本論文の第一の目的を段丘の分類とする Q さらに第二の目的として、関河JIIの段丘

の分布状態に顕著

ととするo

E 調査地域の概観

中村・悲石両向Jflは、いずれも青森県西津軽郡諺ケ沢町の行政管丹の中そ流れる抑制であ

られる ずて るものが伺でみるのかを推定するこ

る(中村Jflの一部は岩木町)0 5万分の l地形国を用いた計測結果によると、中村Jflの本流

の延長は約 45.8 Km、涜域面襲。iま約 14 8.5 krI!、 は約 52.2 Km、流域面

積は約 17 8. 5対であり、畝たような規模といえる。なお、延長距離はキjレピメータ…を、

流域面接は lcmXlcmのメッシュを用いて算出したo

車 段丘分布閣の昨成方法

段丘分布留(図 1・2)の作成には、 2万 5子分の l地形図、 4万分の l自黒空中写真吾

利掃した。

そして、標高、現海床からの比高及び段丘面の関析震等から段丘と思われる部分を 2万 5

千分の l地形国民記入し、それをもとに段正縦断揺形(図 3)寄与作成した。さらι現地譲査

を行い修正を加えた。なお、段丘語の高度は平均値を用いたため、段丘躍の高度よりも

大きく表わおれている。段丘縦断面形の横の自盛は河辺からの距離を表わしたものだが、こ

れはキノレピメータ一安用い地関上の河床に沿って計測したものであるため、メアンダーの傾

向の強い中村Jflが見た目より横に長く示される ζととなった。

E 段丘の分布状態

各国、空中写真及。現地調査で句次の ζとが得られた。

中村111の第 l段正面及。赤石111の第 1・第 2段II:揺は、標高、現河床からの比高、段丘語

の開析度及び分手話の位置関{系等から、河成段丘というよりもむしろ梅成段丘としてとらえる。

本論文では苅111の営力によって形成された河岸E支配のみを研究対象とするので、ここでは詳

しくは触れない。

tX'ζ両向JfIの各段丘面の現荷床との比高の最大経及び最小績をみげ、その地議名を列挙す

る。
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図 1 段丘分布岡(中村)11) 
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-中下関と松代簡で最小となり約 18m、蕗淵地底

で最大となり約 40 m壱示す。全掠的lζ段丘面の関析はかなり進んでいる。蓬平地区・

地誌では沖讃錐が広範開花渡つてのる。

〔第 8段丘面〕現河床との詑高は、中下地区で最小となり約 7m、指淵地区で最大となり約

26mを示すc 全体的犯段丘聞の開析の度合は低く、特lζ小ノ畑地芭が顕著で‘ある。

〔第 4段丘語〕現河床との比高は、舞戸 e中下地区と松代地区で最小となち約 4m、滝淵地

亙で最大となり約 15m巻示す。段正面の関析はほとんど兇られない。中村地Cさでは沖積錐

が経ったような形態

(2) 赤石川流域

赤石JlHζは、中村1111ζ克られる河成段丘としての第 2段丘面が存寝しない。

〔第 3段丘酷)現判床との比高は、赤石地区で最小となり約 15m、w子地区で最大となり
約 23mを示す。全体的に開析度が高い。

〔第 4 〕河床からの北高は、赤石地区で、最小となり約 5m、 となり約

12mや示す。赤石地区から日黒田地区の間に広がる面陀は、開析がほとんど見られない。

られるふたつの段丘面のうち、下流部の屈では沖掻錐が被ったような形態が見

られるのに対し、上流部の語では見られない。小森地Eまから梨中地区の間lζ広がる揺は、地
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地誌と比較して需析度が高く、また場所によっては沖覆錐が被ったような形態が見られる。

ζζで気が付く ζ ととして、左手五川のj河岸段liの分布が、各面とも関じ面に腐するもの間

とほぼ向じ比高を保って下流部から上流部氏陣びているのに対し、中村川の河岸

段丘の分布は関 3からもわかるようは、各段丘面とも下流部と上流部で現判床との比高

小とし、中器部で最大となっている ζ とがみげられる。そのほかにも、河成段丘としてとら

えられる段丘群の中で、中村Jr[Ie存在する第 2段丘面が葬石Jrlでは存在しないζ と、中村山

と赤石川の第8段正面と拾 4 との比高が大きく遭うことなどの相違点が見られる c
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図 3 段丘縦時面形
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国4 中村・大秋両荷JI[上流部の水系霞

時。
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授に述べた段丘分布につい
'"ゅ
u・ ての違い告もたらし
u・
和jであるむか安佐定してみた
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えら る原国として、

い、傾動等によ

岬

る い、河111争奪
通，

事 lζよる など均三あげ

られるが、中村111の設丘が一

面多いことに関しでは、河Hf

る流量の増加で説明

できる。

中村山のよ流部には河Jf

奪の娃いがあり、それは岩木

111の支流でみる大秋111の一部

を中村JI[の支流が奪った形と

なっている(摺 4)。

真からも、それらしき形態が

おれる。

図4let之、中村JI[と大秋山

の高水系を記した。この中で

中村川の支流の一誠心が迂回

したような不自然な流路舎と

るため、 ζの部分はかつて大



秋111の支流であった可能性が高い。図中に丘陵状の地形(B)が見られるが、経き寄金繭庁総合開

発問が昭和 45年 8月陀発行した青森県土地分類図によると火山砕層物(火山泥流)の部分

応位置しており、よって毘誇丘と推定される o ζの犯流丘の流下により大秋川の支流が分断

され、さらに分断された上流部がCの部分の谷頭使蝕によって中村JlIと結合したものと思わ

れる。ほかに、 Eと結合していたAがDの部分の土砂崩れで分断された、という説もみげら

れるが、空中ヰ真を克た限ちでは先にあげた説が喪当である。なお、問Jfl争欝が起きたとす

ると、中村山が得た流域面積は約 6.4憾である。と ζろで、中村111の各段丘言語と河床との比

となり、上流部及び下流部で最小となった原悶は、地震構農の違いで説明

できる。土地分類留によると、中村山の中・下流部は泥岩j関、上流部は淀岩層よりも悶い凝

民岩層となっており、最蝕聾の違いをもたらしたのである。それに対して、来石川では段丘

の分干ちする地域試すべてが泥岩属となっており、長蝕量の大きな濃いが生じなかったのであ

るの

百 まとめ

中村・赤芯再流域の問岸段丘の分布の相違は、上流部の地盤構造の違いと河Jf

がもたらしたと推定される。

実際iζ段丘の形成される通程での相違は択の通ちである。まず、中村川では第 2

赤石川では第 8段正面にあったかつての河床が、侵蝕基離面の変化によって中村山では第 3

段丘園、赤石川では第 4段丘面まで下がった。さらに、中村Jflで試河川争奪による

加で第 4

いが生じた。そ

で河床が下がったが、 !ではそのままであり、 ζζで段丘面の数の瀧

り、再河flfとも現在の荷床J乙歪ったのでみ

る。ところで、 ζの説や販り上げたのは各段丘言語の比高の説明が容易となるからであり、棋

動等による地盤運動の相遊説を全て否定できるまでの確証を得たわげではない。

以上まとめてきたが、設丘地積物による段丘形成期の設定と段丘分持留の充実が今後の課

題として残された。

最後に本論文や作成するに際し、多くの御指導や翻助言をいただいた横山先生、水野先生

氏、深く感謝いたしますc
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